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活用方針・導入/活用までのステップ

●台東区

VLP活用のねらい
 家庭に引きこもりがちである児童・生徒に対して、
オンライン上の仮想空間を活用した学びの場を
提供することにより、個別最適な学びの充実や
社会的自立に役立てる。

対象生徒・児童
 あしたば学級（生活指導相談学級）に通う
児童・生徒

 欠席率が９０％以上の児童・生徒
運営時間
 ９時から１６時（年末年始等を除く平日）
活用方法
 チャット機能等の活用やオンラインイベント（区
独自を含む）への参加をとおした、コミュニケー
ション能力の育成

 デキタス等を利用した補習的・発展的学習

① 学校、保護者への周知
② 保護者から学校へ利用申込書提出

あしたば学級利用者以外については、各校に
おいて、SSWからの助言も踏まえて利用者を絞
り込む。

③ 学校から教育支援館へ利用申請書提出
④ あしたば学級もしくは学校をとおして、ID及び

PWを付与
⑤ 学校へ管理アカウントを付与

SSW等から利用方法について説明
⑥ 利用開始
⑦ 利用状況の確認

あしたば学級利用者以外については、各校に
おいて利用状況を把握する。
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活動・取組内容

●台東区

活動・取組み内容

【導入前】
 利用環境の整備（管理端末の確保、各種通知作成、ルールの設定等）
 議会・保護者等への周知

【導入初期】
 他自治体との情報共有（情報提供）
 SSW等による各校への周知

各校における体験会実施、介入家庭への個別声掛け
 オンラインイベントの実施に向けた準備

オンライン支援員との相談、協力依頼、チラシ作成等

【運用期】
 最新の不登校状況に基づく、付与対象者の絞り込み

欠席率90％未満であっても、状況に応じて付与対象に
 利用率向上に向けた取組

オンラインイベントの実施、個別の声掛け
 他自治体への情報提供（担当者連絡会）
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●台東区

児童・
生徒

• オンライン支援員に理科に関する問題を出し
たり、趣味について話したりすることをとおして、
学校で友達と話すことに自信がついた。

• ＶＬＰによる活動が、学校への出席と認め
られてうれしかった。外出に恐怖感があったが、
あしたば学級にも通えるようになった。

• あしたば学級の活動にＶＬＰを取り入れて
いる。デキタスを使って、自分のペースで学習
に取り組めている。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 コミュニケーションに自信がつき、学校復帰へ
オンライン支援員とのやり取りを重ねることで、他者とのコミュニ
ケーションに自信がつき、登校機会が増えた。自宅でＶＬＰを
利用してから登校するというルールを家庭で決めているとのこと。

 オンラインでのあしたば学級利用が可能に
自宅からＶＬＰに参加することをもって、あしたば学級への通級
を認めることとした。活動内容を在籍校が確認し、出席に認定
しているとのこと。実際にあしたば学級へ通う機会も増えた。

 個別最適な学びの機会充実に
定期考査前の復習や苦手教科の復習、興味がある教科の
予習にデキタスを活用する等、活動の幅を広げた。

 継続的な利用を促すために
利用率が低下する傾向にある。定期的なイベントの開催や、
個別の声掛けにより、利用率の向上を図る。

 校内別室指導支援員との連携（新規事業）
校内別室であれば登校できる児童・生徒についても、活動の
幅を広げるためアカウント付与を検討する。自宅から利用してい
る児童・生徒との交流（支援）も、校内別室を拠点とする。

 不登校対応巡回教員、ＳＳＷの活用
巡回教員（中学校）、ＳＳＷ（小学校）が窓口となり、
最新の不登校情報に基づく利用者の絞り込みを行う。

利用者の声

• 教育委員会がこのような取組（ＶＬＰ）を
進めてくれたおかげで、子供の学校復帰が実
現した。とてもありがたい。

• オンラインでの活動を出席に認定してもらった
ことで、子供が自信をもてたようだ。

• 学校だけでは不登校支援に限界があるので、
活動の幅が広がって助かる。

• ＶＬＰ空間でのやり取りについて報告するた
め、担任が仮想空間に会いに来てくれた。
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